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[シンポジウム]

ジャッケ ン ドブの概念意味論 と

ラネカーの認知文法の基盤 に関 して

小 泉 保

(1)ジ ャ ッケ ン ドフ の 概 念 意 味 論(SθmaηrlcsaηdCogniガoη1983)

1)現 実 世界 と投 射世 界 との関係

(a)Therealworld:thesouエceofenvironmen七input(p.28)

(b)Theprojectedworld:theworldasexperienced

わ れ われ は直接現実世 界 を知覚す る ことはで きないaど う して も次 の ような存在論的

カテゴ リーの枠 組み を通 して外 界を認知せ ざるをいない。 これが投射世 界であ るU7種

の存在論 的 カテ ゴ リーは、次の疑 問詞に対す る応 答 とい う形で取 り出す ことがで きると

してい る。

2)存 在 論 的 カ テ ゴ リ ー(SevezlontologTcalcategories)(p53)

a)Whatdidyoubuy?Afish.[THING]

b)VPhereismycoat?Inthebathtub.[PLACE]

c)Wheredidy・ougo?Intothebathtub.[DIRECTION]

d)」]Vhatdidyoudo?G⑪tothestore.[ACTION]

e)Whathappenednext?Billfelloutthewindow.[EVENT]

f)Hawdidyoucaaktheeggs?sSIDWly.[MANNER]

・一・・g)Howlan.gwasthefish?Twelve丘bet,[AMOUNT](以 上7種)

さ ら に 、 通 路(PATH)が 追 加 さ れ て い る 。

3)通 路Therneeuseranin1; theエoom.(通 路 は(場 所 関 数+も の}の 関 数 で あ る)

一 上 の 文 のintoは[p。thTO([pl。 、。IN(「Tl、i。gROOM])])]と 意 味 分 析 さ れ るC(p.175)

4)使 役 関 数(ThecausefUnction)

[li.C。LCAUSE(['1'liingx],[Ere皿ty])]使 役 関 数 は も の と 出 来 事 を 項 と し 、 「も の の 動 作
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主－Xが 出 来 事Yを 引 き 起 こ す 」 と 解 釈 さ れ るU

Beththrewtheballoutthewindow.(使 役 関 数 の 適 川 例)

[linent-CAUSE([Eli、1gBETH],[E⊇GO([Thi。gBALL],[p。thOUTWINDOW])])]

「Bethは ボ ー ル が 窓 か ら 出 る よ う に さ せ た=放 り 出 し た 」

5)空 間 的意味分野{Thespatialse皿anticfield)以 トのような空間の意味分析が時 間分

野、認定分野、状況分野 に も適1一日で きる と考えている。

6)時 間 分 野(Theteコ 皿paralfield)(空 間 の 意 味 分 析 を 時 間 の 分 野 へ 適 用 し た 場 合)

Wemovedthemeeting士TomTue呂daytoThur呂day.

[EventCAUSE([Tl、lngWE]7[Ev。 ▲1tGOTeml、([E.。 皿tMEETING],[p。 七hFROM'Kemp([Ti、ue

TUESDAY],TO'Temp([Til。 。THURSDAY])])])]「 会 合 を 火 曜Hか ら 木ll星日へ 移 動 さ せ

た 」

7)所 有 分 野(Thepossessivefield(さ ら に 、 所 有 分 野 に 適 用 し た 場 合)

a)Bethhasthedoll.(も の が 所 有 者 の 所 に あ る 。

[Str1ヒeBEPnss([DOLL」,[pl眠ATp。 。,([BETH])(BEは 存 在 関 数)

b)Bethreceivedthedoll,(も の が 所 有 者 の 所 へ 移 動 す る)「 受 け 取 る 」

[E、・enLLTVPoss([DOLL],[p曲TOp。 朋([BETH])])」

c)Beth1。stthedoll.(も の が 所 有 者 の 所 か ら 離 脱 す る)「 失 う 」

[EΨcntGOp。 甜([DOLL],[Pa、LhFROMp描([BETH])])]

d)AmygavethedolltoBeth.(も の が あ る 所 有 者 か ら他 の 所 有 者 へ 移 動 す る)

「与 え る 」

[CAUSE([AMY],[GOposs([DOLL],[Patl、FROMPO55([AMY],TOYoss

[BET]ば])])])]

・・一ー一…8)認 定 分 野(Theidentificationalfield(形 相 の 状 態 と 変 化)

Elisebecameintoamother.(個 別 の ト ー ク ン が タ イ プ へ と 認 定 移 動 す る)

[Ev。ntGOIdent(['1'okc皿ELISE],[YatliTOldn。L([Typ白MOTHER])])]

9)状 況 分 野(Thecircumstnatialfield)(出 来 事 の 状 態 と変 化)

a)Ludwigstartedcampasingquartets.(あ る 人 物 が あ る 出 来 事 に 入 る)

[GOCi,r.([LUDWIGＬi,Lp。 士hTOC.irr.(LiCOMPOSEQuARTETs])])1「 は じめ る」

eCOMPOSE(LuDwlG
,QuARTETs)
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b)Ludwigstoppedcomposingquaz-tets.(あ る 人 物 が あ る 出 来 事 か ら離 脱 す る)

[GOci.。([LuDwlG]i,[P。lhFROMcuで([iCOMPOSEQUARTETs])])]「 終 え る 」

c)Ludwigiscomposingquartets.(あ る 人 物 が あ る 出 来 事 の 状 態 に あ る)

[StaleBEc.irc{[LUDWIG]i,[PlaceATL'irc[iCOMPO呂EQUARTETS]))]}」

「続 け る 」 「Ludwigは 四 重 奏 を 作 曲 し て い るl

d)SuepreventedJinnfrai皿singing.(あ る 人 物 を あ る 出 来 事 に な い よ う に さ せ る=あ

る 出 来 事・か らdlき 離 して お く)「SueはJimを 歌 わ せ な い よ う に し た 」

[CAUSE([SUE],[STAYc輌([JIM]i,[NOTATci.パ[iSING])])])]

[i]は 前 述 の 人 物Jimを 指 す 。NOTAT=FROMと 語 彙 化 さ れ る 。

10)伝 達 の意味構造(概 念意 味論 に次の ような伝達 の意味構造 を加 えれば、Speechactの

働 きを もたせ るこ とが で きるのではないか)

Igive皿y皿essagetoyou.

lll・1[CAUSE([1]・[GO恥 ・[MESSAGE]・[・ …FROM・ …([1]TnPnss[YOUユ)])])]

Mymessage:myin士ormation,myreque呂t,mypr mice,myadvice_.

す な わち、話 し手が聞 き手 に自分の メ ッセイジを伝 えるのであるが、その内容 を情報、

依頼 、約束 な どに変えれば発話 内行為の役割 を果 たす ことが できるのではないか。

なお 、 ジャッケ ン ドブ(2002:356)は 、 空 間の位 置 と移動 は、所 有お よび特性 の帰 属

(認定分野)と の 間に平行性の あるこ とを重 ねて認 めてい る。

(2)ラ ネ カ ー の 認 知 文 法(Fbuηdar/oηorOogηlflvθGramn了arL1987,ll.1gg1)

認 知'言語 学 に おけ る 直 示 につ い て 考 察 して み よ う。 ラ ネ カ ーは直 示 を扱 う に 当た り

Ground「 基盤」 とい う用語 を用いてい る。

Iwillusetheter皿groundtoindicatethespeecheven七,itsparticipa皿 七s,and{七sse七tiny.A

deicticexpressioncanthenbedefinedasone七ha七i皿r:ludessomereference七 〇agroulldelement

within三tsscopeofpredicaion,(1.124i)

そ して、1やy。uは 言語行為 の関与者 を表す ものであ り、hereやnowは 発 話の場所 と時

間を示す直示 である としている。そ こで、「基盤」 の内容 をさ らに明確 に知 る必要があるU

ラ ネカ ーが川いてい る基盤の原型 と思 われる ものが、彼 の論 文`Theformandmeaningof

theEnglishauxiliary'(1978)の 中 に提示 され ている。 当時ラネカ ーは生成意味論 の立場 に

あ り、語用論におけるspeechactの 影 響 を受けて いる。
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'一一 例 え ば
rHenayhavebeenswimming.と い う 文 は 次 の よ う に 構 造 分 析 さ れ て い る 。
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この構造表示か ら、ラ ネカーの言 うGroundは 最 上 位のSに 含 まれてい るSAY-1-YOU－ の

部分1す なわちJ.RRos呂 のaperformativeanalysisに お ける上層部に相当す る。 た しかに、

この基盤 におけ る遂行動 詞SAYは 発 話 の現 在 を、1は 話 し手 を、YOUは 聞 き手 を表 してい

る。 また、hereは 話 し手 の位置 を示 し、nowは 発 話時を指す。す ると、K.Bhiilerの 述 べ て

'
い る ∬r加陀/YLDLUと い う直示 の原点ol・igoは 基 盤の 中にあ ることになるO

.≡.ラ ネカ ーは、 最上位 のSに お ける右端 の伝 達 内容 を表 すNP-SをOS(0斑 白ctiveScene)
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「客観 的場 面1と い う形で切 り離 している(II,93-4)。 認 知文法 の立場か らすれ ば、認知す る

者 と認知 される対 象 とを1峻別す る必要が ある」そ こで、基盤 と客観的場 面との 問に分割線 を

引 くこととなった。

Gr{}ulld{SAY-1-YOU)llOhlectiveScene(-S〕

図1で あれば、基盤は－Sを 通 して下 部末端 まで支配で きるが、客観 的場 面OSが 認 知空間

にお いて分離 される と、基盤 はgrounding「 基 盤化」 とい う機能 を立てて、OSに 働 きかけ

るしかない。基盤化G-OSに よ って、客 観的場面 は話 し手 と聞 き手 に結びつけ られる。

だが 、認知文法の 中心 は どこまで も話 し予で、 自己中心 的で ある。 そこで 、客観 的場面 の

中 で、 聞 き手 も話 し手 と同 じ対象 を認 知す る必 要が 生 じて くるnだ か ら、 両者 はmental

contact「 心 的接触」 によ り、同一対象 に注意が 向け られ る ように取 り計 らわれ なければな

らない(II,191-3)。

と にか く、基盤の 中に直示 の基本的要素 は含 まれ てい るが、や は り話 し手 と聞 き手 との関

係 を明確 に し、直示体系の構造 を整備す る必 要がある。
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